
 
 
 
               
     

 
 

 
 
 

不二家の事業には、ケーキなどを製造し販売する洋菓子事業、お菓子の製造、卸売りをする菓子事業、飲料事業、その他通販・キャラクター

事業などがある。洋菓子事業では、こどもの日には子どもが喜ぶこいのぼりやカブトを模ったケーキ、ハロウィンにはおばけのケーキなど、季

節ごとのイベントに合わせ様々な商品を販売している。一年間で最も忙しくなるクリスマスの時期には工場は 24 時間稼動するという。クリスマ

スに不二家のケーキを食べた、という人も多いのではないだろうか。また、工場を全国に配置することで全国のお客様に新鮮でおいしいケーキ

をお届けすることができるのも不二家の強みである。 
 
 

 
 
 

どのような時に仕事のやりがいを感じるのか質問した際に、実習で店頭に立った経験がある宮永さんは「お客様の笑顔を見ることができたと

きです。また、誕生日などの記念日に不二家でケーキを買ってくださるお客様が多いのですが、そういった特別な日に不二家のケーキをみなさ

まで楽しんでいただけるということに、やりがいを感じます」と答えてくれた。また、「すべての仕事が必ず注目を浴びるわけではないが、各事

業に求められる目標を達成したときにやりがいを感じる」と古屋さんは答えてくれた。お客様に喜んでいただけたり、達成感を得たときなど自

身にとっての喜びがやりがいに繋がっているのだと、感じた。 
               

 

                                                       

 

1910 年に創業し、「愛と誠心と感謝をこめて お客様に愛される 不二

家になります」という社是（方針）のもとケーキやお菓子などを家庭に

届けている不二家。今回私たちは文京キャンパスから徒歩 10 分の距離に

ある不二家本社に訪問し、広報 CSR 部 古屋さんと宮永さんに事業内容

と仕事のやりがいについてお話を伺いました。 
 

・４つの事業 

・やりがいはお客様の笑顔 

訪問に応じてくれた不二家の古屋さん、宮永さん、ありがとうございました。 

［コラム］ペコちゃんについて 
1950 年に不二家の店頭人形としてデビューし「ミルキー」などのお菓子に描かれているペコ

ちゃん。お店で出迎えてくれる彼女は永遠の 6 歳の女の子。子どもをターゲットにした商品

はペコちゃんをデザインすることで安心感を与え、親しみやすい商品になっています。ペコち

ゃんは、たくさんの人に愛されているキャラクターです。 
また、店頭にいるペコちゃん人形の服装は年に 7~8 回も変わるのだとか。季節のイベント毎

に着替えをするペコちゃんに注目してみてください！ 

【取材記者】沢田典彦、石井さやか、佐藤可奈子 


